
川
の
流
れ
に
た
と
え
ら
れ
る

繊
維
の
生
産
プ
ロ
セ
ス

　

繊
維
産
業
は
、
製
造
・
流
通
段
階

で
分
業
体
制
に
な
っ
て
お
り
、
繊
維

会
社
で
も
取
り
組
む
事
業
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

「原料糸の生産」

・天然繊維の製造

・合成繊維の製造

・原料の輸出

「繊維産地」

・糸の加工

・生地の製造（織物・編物）

・精錬・染色

・縫製

「アパレル･流通･卸売」
商社 百貨店 問屋

織物製造業 編物製造業

染色加工業 縫製業

川 下
川 中

川 上

紡績業 製糸業

(参考：はたやブックレット11　近代福井の羽二重精練)
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製
糸
業
・
た
ば
こ
産
業
か
ら
織
物
業
へ

　
江
戸
時
代
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
明
治
時
代

の
初
め
に
か
け
て
、
勝
山
の
代
表
的
な
産

業
は
生
糸
を
つ
く
る
製
糸
業
や
た
ば
こ
製

造
業
で
し
た
。
こ
の
製
糸
業
が
勝
山
の
繊

維
産
地
と
し
て
の
始
ま
り
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
大
火
や
政
府
の
政
策
（
た
ば
こ
の
専

売
制
）
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
産
業
が
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
困
難
な
時
に
着
目
し
た
の
が
、
輸
出

用
の
絹
織
物「
羽
二
重
」で
し
た
。

　
羽
二
重
は
そ
の
当
時
、
海
外
で
売
れ
筋

の
織
物
で
あ
っ
た
た
め
、
盛
ん
に
輸
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
福
井
県
で
も
、
そ
の
製

織
技
術
が
福
井
市
を
中
心
に
嶺
北
地
方
一

帯
に
広
が
り
、
日
本
最
大
の
羽
二
重
産
地

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
勝
山
の
製
糸
業
・

た
ば
こ
製
造
業
者
は
、
こ
の
羽
二
重
を
織

る
織
物
業
へ
の
転
換
を
は
か
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
勝
山
の
織
物
業
界
は
、
明
治

時
代
の
終
わ
り
か
ら
大
正
時
代
の
初
め

に
、
当
時
の
新
し
い
技
術
（
安
価
で
均
質

な
羽
二
重
を
織
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
式

の
動
力
織
機
な
ど
）を
い
ち
早
く
導
入
し
、

県
内
有
数
の
産
地
と
し
て
発
展
し
て
い
き

ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
戦
争
や
不
況
と
い
っ
た
困

難
に
見
舞
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
度
に
、
人

絹（
レ
ー
ヨ
ン
）や
化
学
繊
維
な
ど
の
新
し

い
繊
維
に
転
換
を
は
か
り
な
が
ら
発
展
を

続
け
て
い
き
ま
し
た
。

勝
山
を
支
え
た
繊
維
業

　

繊
維
業
で
発
展
す
る
勝
山
の
町
に
は
、

大
規
模
な
機
業
場
や
そ
こ
で
働
く
人
た
ち

の
寄
宿
舎
が
立
ち
並
び
、
女
学
校
も
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
繊
維
業
は
、
経
済
、
教
育
、

文
化
な
ど
様
々
な
面
で
勝
山
に
影
響
を
与

え
、
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
勝
山
市
に
は
、
明
治
の
絹
織
物

か
ら
始
ま
っ
た
勝
山
の
伝
統
や
技
術
を

継
承
・
発
展
、
そ
し
て
新
た
に
創
造
す
る

繊
維
会
社
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
繊
維
会
社
と
い
っ
て
も
、
繊
維
業
は
分

業
体
制
を
と
っ
て
い
る
た
め
（
下
記
図
参

照
）、
勝
山
市
内
に
も
、
糸
を
加
工
す
る

撚
糸
会
社
や
生
地
を
製
造
す
る
織
物
会

社
、
生
地
を
縫
い
合
わ
せ
て
衣
料
な
ど
を

製
造
す
る
縫
製
会
社
な
ど
の
ほ
か
、
非
衣

料
分
野
で
活
躍
す
る
産
業
織
物
メ
ー

カ
ー
会
社
な
ど
様
々
な
分
野
の
繊
維
会

社
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。（
一
貫
体
制
を

と
っ
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
）

　
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
作
ら
れ

る
製
品
は
、
高
品
質
で
あ
り
、
繊
維
会
社

の
も
つ
技
術
力
は
世
界
で
も
誇
れ
る
も

の
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
も
繊

維
産
地
と
し
て
の
魅
力
が
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
魅
力
が

市
内
外
の
方
に
気
づ
か
れ
に
く
く
な
っ

て
い
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

独自ブランドを立ち上げる
（製造から販売まで自社で一
貫して展開）� ＝㈱カサ川＝

日本新記録を樹立したアス
リートの靴に生地が採用

＝松文産業㈱＝

明
治
9
年

勝
山
製
糸
会
社

設
立

明
治
29
年

勝
山
町
大
火

明
治
37
年

た
ば
こ
が

�

専
売
制
へ

明
治
44
年

勝
山
機
業
兄
弟

合
資
会
社
創
立

大
正
2
年

合
資
会
社
松
文

機
業
場
創
立

大
正
8
年

羽
二
重
の

�

輸
出
好
景
気

昭
和
9
年

人
絹
織
物
業
が

好
景
気

昭
和
16
年

私
立
勝
山
精
華

女
学
校
開
校

昭
和
29
年

勝
山
市
発
足

昭
和
30
年

集
団
就
職
開
始

平
成
21
年

は
た
や
記
念
館

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

オ
ー
プ
ン

今
令和時代
2018年～

実際に使われていた力織機
（ゆめおーれ勝山で展示）

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
繊
維
産

地
と
し
て
の
課
題
を
ど
う
乗
り

越
え
、
繊
維
産
地
の
魅
力
を
高

め
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
、
繊
維
会
社

の
若
手
経
営
者
の
思
い
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

高
度
成
長
期

石
油
危
機

（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）

戦
後
恐
慌

世
界
恐
慌

ア
ジ
ア

�

太
平
洋
戦
争

第
一
次

�

世
界
大
戦

第
二
次

�

世
界
大
戦

日
露
戦
争

大
火
・
不
況
・
戦
争
…

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
勝
山
を
支
え
て
き
た

「
こ
れ
ま
で
」の
繊
維
業

継
承
・
発
展
・
創
造
す
る

「
こ
れ
か
ら
」の
繊
維
業

　繊維の歴史は「ものがたり　かつやまの
歴史」や「はたやブックレット」で分かりや
すく学ぶことができます。また、明治に
建設された機業場を保存・活用した「ゆめ
おーれ勝山」でも当時の様子を知ることが
できます。気軽に遊びに来てください。

ゆめおーれ勝山　織田学芸員

も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
と
き
は

近代勝山の繊維歴史 年表

昔
明治時代
1 8 6 8年～

 特 集 　繊 維のまち、新 時 代 へ

大
戦
景
気

昭
和
恐
慌


